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実践事例２ 沼田市立沼田中学校２年

１ めあてと振り返りについての生徒の実態（男子１７名、女子１７名、計３４名）

アンケートの結果から、「めあてがあると、その時間にやることが分かって取り組むことができる」

という質問に対し「よくできる」と答えた生徒が４０％程度であることから、全生徒が「よくできる」

と回答するためには、教師のめあての提示の仕方に更なる工夫の余地があると考えられる。

また、「振り返りを書くことで、自分の取組を振り返ることができるか」という質問に対し、「だ

いたいできる」と答えた生徒が８０％を超える中、「あまりできていない」と答えた生徒が１０％程

度いることが分かった。この結果から、振り返りを書くことが、自分の取組を振り返ることにつなが

っていない生徒がいることが分かる。振り返りに明確な視点を提示することが必要である。

２ 単元名 ３章 日本の諸地域 ４節 中部地方

３ 単元の目標

地域の農業や工業などの産業に関する特色ある事象に着目し、地理的諸条件と関連付け、地域に果

たす産業の役割やその動向について考えることができる。

４ 指導計画

時数 上段：学習活動 振り返りの場面で表れてほしい言葉の例

下段：めあて ◇評価項目 （十分満足の評価は省略）

１ ○気候や地域の特色を調べる。 ・日本アルプスや季節風が３つの異なる気候

○クラゲチャートを利用してまとめる。 をもたらすことを知ることができた。

本 ○紹介文を作成し、発表し合う。 ・日本アルプスから流れ出た河川が盆地を形

時 成していることが分かった。

・他の地域についても紹介してみたい。

・友達の発表を聞くことで、新たな発見がで

きた。

・季節風と地形のかかわりに着目して３つの

地域の特色が分かった。

◇中部地方の地形や気候の特色を理解し、そ

の知識を身に付けている。【知・理】

○中京工業地帯の特色を確認する。 ・繊維工業が盛んだったことが分かった。

２ ○自動車工業の特徴について考える。 ・織物機械の製造技術を土台に自動車工業な

○工業が盛んになった理由を調べる。 どが盛んになったことが分かった。

・高速道路や港が輸送を便利にしたことが分

かった。

◇東海で輸送機械工業が盛んな理由を多面的

・多角的に考察し、結果を表現している。

【思・判・表】

○地域的理由から、農産業が発達したこと ・東海は温暖であり、大消費地の中間地点に

３ を調べる。 あって高速が整備されるなどさまざまな良

○交通網の発達との関係から理解する。 さから農業が発展したことが分かった。

・施設園芸農業は温暖な気候の強みをさらに

高めたことが分かった。

◇東海の農業の特色を、東海の位置と交通網

の発達のかかわりを考え、発表できる。

【思・判・表】

中部地方の地形や気候を調べ、「紹介文」
をつくることで特色を理解しよう！

輸送機械工業が盛んになった東海地方の
理由を予想！発見！まとめよう！

東海地方で発達した農業とは？
地形、気候の特色をふまえ説明できるよ
うにしよう！
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○時代の変化と共にどのような産業が発達 ・扇状地が水田に適さないため、養蚕が盛ん

４ してきたか、変化の前後を比較すること になったことが分かった。

で気づく。

○産業の変化を説明する。 ・精密機械工業が発達した理由が戦時中の工

業移転であることが分かった。

◇中央高地の産業の変化や自然環境の特色と

関連づけて多面的・多角的に考察し、結果

を表現している。【思・判・表】

○雪が多い自然環境とどのようなかかわり ・豊富な雪解け水を利用し稲作が行われてい

５ をしているのか調べる。 ることを知った。

○北陸の産業について雪とのかかわりに着 ・冬場に行われてきた工芸品をつくる副業が、

目し説明する。 地場産業として受け継がれて、現在の工業

の土台であることが分かった。

◇豪雪地帯であるという特色に着目しながら、

稲作や地場産業が盛んな理由を多面的・多角

的に考察し、結果を表現している。

【思・判・表】

中央高地の産業の変化を before after で
比較することで理解を深めよう！

北陸地方の「雪国だからこそ○○」のテ
ーマで北陸地方の産業について説明でき
るようにしよう！
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５ 本時の学習

（１）授業組立シート

中部地方の地形や気候を調べ紹介文を作り発表し合うことで、地形や気候の

特色を理解できるようにする。

④知識・理解

【具体的な振り返りの例】

紹介文を書くことで、

中部地方の地形や気候を

理解することができた。

・導入時の発問や資料提示により課題意識をもたせる。手だて１

・紹介文を書くために思考ツールであるクラゲチャートを用いる。手だて２

中部地方の地形や気候を調べ、「紹介文」を作ることで特色を理解しよう！

【振り返りに表れて欲しい姿】

・知識を習得した姿

・学習内容を理解できた姿

中部地方の地形と気候の特色を調べることで特色を理解して欲し

い。また中部地方の特色を理解した上で次時の授業につなげさせ

ていきたい。

主体的な活動

紹介文を最初から書くのではなく、思考ツールの一つであるクラゲチャートを利

用することで、生徒がスムーズに紹介文を作成することができるようにする。

生徒の活動のゴール

生徒の主体的な活動として、紹介文を作成し、発表す

る。ねらいである「中部地方の地形や気候の特色を理解

する」ことを盛り込むようにする。



中－19

（２）展開 ※吹き出しは授業実践時の様子や資料の説明

過程 学習活動 時間 指導上の留意点及び支援

評価項目（◎十分満足、○おおむね満足）

つ １．本時の課題をつかむ。 ・中部地方の写真を見て、気付いたこと

か ○中部地方の写真を見て、自然環境につい 10 を発表しやすいように雰囲気づくりを

む て気付いたことを発表する。 大切にする。

○中部地方の県名を地図で確認する ・中部地方は、いくつの県で構成されて

（次項図５）。 いるのか地図帳、掛地図を利用し確認

する。

・地図から、山が多いことに気付けるよ

うに地図上の標高に注目させたい。

・大きな河川があることにも注目させた

○本時のめあてを確認し、見通しをもつ い。

○山脈や河川の名称を確認する。

○ワークシートで基本事項を確認する。 ・山脈名、河川名等を確認することで基

本事項を押さえ、紹介文を書く際に使

用できるようにする。

〈図５名称の確認の様子〉

２．問題解決する。 ・中部地方の地形と気候の特色をクラゲ

追 ○クラゲチャート（図６）を利用し、中部 チャートの触手の部分に書き込む際

究 地方の地形と気候の特色を個人で書き込 に、書けない生徒には、短い言葉、単

す む。 語でも良いことにし、沢山書き込める

る ○個人で調べた特色をペアで発表し合い、 ように指導する。

新たに気付いた地形や気候の特色を書き ・雨温図から、中部地方には３つの地域

加える（図７）。 でそれぞれ特徴があることに気付かせ

○地形と気候の特色を書き込みを基に「紹 て書けるよう支援する。

介文」を個人で考えて個人で書く。 30 ・ペアで発表し、新たな気付きには、色

ペンを使い、書き加えるようにする。

・「紹介文」を書く上では、「もし、家

族や友達に中部地方の自然環境につい

て説明するなら？」というように実生

活に活かせるような紹介文を書くよう

に促す。

〈図６クラゲチャート〉

〈本時のめあて〉
中部地方の地形や気候を調べ、「紹介文」
をつくることで特色を理解しよう！

中部地方の地形や気候に関する資料

を提示することで視覚的に生徒がと

らえることができるようにした。生

徒の意欲を高めることや生徒に疑問

をもたせるために効果的であった。

紹介文を作成する上で、思考ツールの一つであ

るクラゲチャートを利用することで、生徒が順

を追って紹介文を作成することができた。
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・グループ発表では、４人組で一人一人

○グループになりグループ内で紹介文を発 が発表し、その中で１番良かったと思

表し合う。 う友達のを代表紹介文として全体に発

○代表者１名が全体で発表する。 表する。

・友達の発表を聞き「なるほど」と思っ

たことを書くことで地形・気候につい

て再確認することができるようにす

る。友達の発表を聞くことだけで終わ

りにしないようにする。

〈図７ペアで発表し合う様子〉

○友達の考えを聞き、「なるほど」と思っ

たことや感じたことをワークシートに記

入する。

ま ３．まとめをする 5 ・今日のキーワードが生徒から出て

と ○本時のキーワードを挙げ、まとめをし、 くると良いが、出てこない場合は、

め ワークシートに記入する。 ヒントを与える。

る 例）日本アルプス、３つの地域・・・

・コンパクトにまとめるようにし、振り

返りの時間をしっかり確保できるよう

にする。

振 ４．振り返りをする 5 ・めあてに沿った振り返りができるよう

り に「振り返りのポイント」を黒板に掲

返 示し、生徒に意識して書くように指導

り する。

評価項目［観点］

○地形の特色、気候の特色（北陸、中央高地、東海の違い）を紹介文に盛り込み発表す

ることができている。【評価方法：ワークシート】

◎地形、気候の特色を紹介文に盛り込むだけでなく、既習事項や生活の実体験等を付け

加え紹介文を書き、発表し知識を増やすことができている。【評価方法：ワークシート】

自分の調べたことをペアで発表し合い、伝

えることで自分の考えや気付きを再確認す

ると共に、地理的な事象を多面的に捉える

ことにつながった。

〈振り返りに表れてほしい姿〉
※知は【知識・理解】

知 日本アルプスや季節風が３つの異なる気候をもたらすことを知ることができた。
知 日本アルプスから流れ出た河川が盆地を形成していることが分かった。
知 紹介文を書くことで、中部地方の地形や気候の特色を理解することができた。
知 季節風と地形のかかわりに着目して 3つの地域の特色が分かった。
知 近畿地方や中国四国地方同様、日本海側の気候は冬に降水量が多いことが分かった。
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（３）授業を終えて

本時のねらいを、「中部地方の地形や気候を調べ紹介文を作り発表し合うことで、地形や気候の特

色を理解できるようにする」とした。振り返りでは、中部地方の地形や気候の特色を理解し、知識を

増やすだけでなく、地理的事象を多面的に理解してほしいと考え、授業を構想した。研究で作成した

授業組立シートを用い、振り返りで表れてほしい生徒の姿、問題解決的な学習、めあての順に構成を

考えた。

①めあてについて

本時のめあてを「中部地方の地形や気候を調べ、紹介文をつくることで特色を理解しよう！」とし

た。本時の学習内容を明確にすることで生徒がゴールを意識しながら主体的に取り組めるようにした。

また、導入時に中部地方の北陸における雪の写真、温暖な地域のみかん栽培の写真など生徒が疑問を

もてるような写真を用意し、比較させることで興味、関心をもって授業を進められるようにした。

②問題解決的な学習について

中部地方の地形や気候の特色を書き出し、さらに中部地方の紹介文を書くことで理解を深めるため

の具体的な手段として、思考ツールであるクラゲチャートを利用した。思考ツールを使用することで、

紹介文を作成する前の段階として、地形や気候の特色をたくさん書き出すことができ有効であった。

また、書き出した内容についてペアで意見交換することで自分では気付くことができなかった地理的

特徴に気付くことができたり、新たな特徴を発見したりすることができた。その後、地理的特徴につ

いて調べ、書き出した内容を元に紹介文をつくることができた。最後にグループで紹介文を発表し合

うことで「主体的・対話的で深い学び」につなげることに有効であったと言える。

③振り返りについて

本時の生徒の振り返り

〈図８生徒の振り返り〉

本時の実践後に出てきた生徒の振り返りである（図８）。教師がねらいとしている地形や気候の特

色を理解することができたと大半の生徒が振り返りを書くことができていた。また、キーワードとな

る「３つの地域に分けられる」「山地や川、盆地、平野が多い」など具体的な言葉も振り返りの中で

書くことができていた。さらに、「九州地方」「中国・四国地方」「近畿地方」との地形と比較して振

り返りを書くなど既習事項と関連付けた振り返りを書くことができるようになった。

６ 実践のまとめ

（１）振り返りの内容の変容

実践を重ねていく中で、生徒の振り返りの内容に変化が現れてきた。以下は生徒の振り返りの内容

の変容である。
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成果１ 本時の学習の具体的な内容を入れて、振り返りができるように変化した（図９－①）

実践前

実践後

〈図９－①振り返りの内容の変容〉

成果２ 振り返りの内容が「授業のまとめ」から「自分の考えや気づき」へと変化した（図９－②）

実践前

実践後

〈図９－②振り返りの内容の変容〉

実践を積み重ねていくことで、具体的に「交通網の整備についてマッピングを通じ、観光業の発展に

ついて理解することができた」とあるように生徒が具体的な内容を入れた振り返りになっている。

生徒自身が理解したこと、凄いと思ったこと、気付いたこと、更には疑問に感じたことなどが盛り込

まれた振り返りになっている。

また、「関東地方にはない・・・」など、既習事項も踏まえ、比較できるようになった。

地理的特徴について「分かった」だけで終わってしまって

いる振り返り

語尾からも分かるように「生まれている」で終わりになっており本時のまとめに似

た内容であり、自分の考え等は記述されていない振り返りになっている。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

7月

授業の振り返りを書くことで、その授業での自分の取組

を振り返ることができる

よく

だいたい

あまり

まったく

成果３ 本時の学習と既習事項を関連づけた上で自分の考えを書けるように変化した（図９－③）

実践前

実践後

〈図９－③振り返りの内容の変容〉

（２）めあてと振り返りについての生徒の意識の変化

本研究を行うにあたり、２回のアンケートを実施した。１回目は７月に、２回目は１２月（授業実

践後）である（図10－①、②）

〈図10－①めあてについてのアンケート〉 〈図10－②振り返りについてのアンケート〉

まず、「授業のめあてがあると、その時間にどんなことをするか分かって取り組むことができるか」

という質問に対し、７月の実施の時に「よくできる」と回答した生徒が４０％未満であった。しかし、

７月から１２月にかけて「よくできる」と回答した生徒の割合６０％近くまでが増え、「よくできる」

実践前は、本時の学習内容に対しての振り返りのみで終わっていた生徒が、実践を積み重ね

ることで、既習事項と本時の内容を比較したり、関連づけたりして振り返りを書くことがで

きるようになった。

自分の感想を記述しているが地理的特徴について「分かっ

た」ことがメインの振り返りになっている。

意

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

7月

授業のめあてがあると、その時間にどんなことをす

るか分かって取り組むことができる

よく

だいたい

あまり

まったく
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「だいたいできる」と回答した生徒を合わせると１００％になった。

また、「授業の振り返りを書くことで、その授業での自分の取組を振り返ることができるか」とい

う質問に対し、７月の段階では、「あまりできない」と回答した生徒が数人いたが、１２月の２回目

のアンケート実施では、「よくできる」「だいたいできる」と回答した生徒を合わせると１００％で

あった。また、「よくできる」と回答した生徒が２０％近く増えた。

以上のことから、生徒にとってめあてと振り返りが重要であるだけでなく、教師が生徒に求める振

り返りの内容を明確にして、授業を構成し、工夫しためあてを設定することが大切であることが分か

った。その結果、生徒がめあての重要性に気付き、めあてを基に振り返ることで生徒が変容すること

が分かった。

７ 実践の成果と課題

（１）成果

［教師側の成果］

・教師が本時の振り返りとして表れてほしい生徒の姿をイメージし、授業を組み立て、問題解決的な

学習を設定し、そこからめあてを設定していくことで授業を構想しやすくなった。

・生徒の振り返りから、一単位時間の授業の中で学んだことだけでなく、既習事項や生活の実体験に

基づく振り返りや次時につながる課題も出てくるようになり、授業が単発なものでなく、継続性

のあるものになった。

・実践を重ねていく中で、生徒が振り返りを行うことで、既習事項との関連や比較も意識するように

なり、今までの学習と結び付いたり、深まったりするようになったことから、生徒による「主体的

・対話的で深い学び」への手がかりになることを感じることができた。

［生徒側の成果］

・教師がめあての表記を工夫することで、生徒が見通しをもち授業に主体的に臨めるようになった。

・アンケート結果からも分かるように、めあてと振り返りの重要性を生徒自身が受け止めることがで

きた。

（２）課題

・一単位時間の授業を授業組立シートを用いて構想していく中で、生徒が主体的に取り組むことがで

きる活動や手だてをしっかり考えていくことがとても重要になる。

・めあてが重要であることは、生徒のアンケートからも分かる。授業の中でめあてを提示するタイミ

ングやめあての示し方の工夫が必要である。また資料等を用いて生徒の興味や関心、疑問をいかに

もたせて、本時のめあての必要性ににつなげるかが大切であり、工夫が必要である。

・今回の実践では、文章表記での振り返りを行ってきたが、授業内容と関連した問題や一問一答方式

の振り返りなどを取り入れる方法も検討していく必要がある。


